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青
山　

平
成
30
年
３
月
発
生
し
た
目
黒
女

子
児
童
虐
待
死
事
件
は
、
５
歳
の
女
児
が

両
親
に
あ
て
た
「
も
う
お
ね
が
い 

ゆ
る

し
て 

ゆ
る
し
て
く
だ
さ
い
」
の
自
筆
の

ノ
ー
ト
が
、
世
間
に
大
変
な
衝
撃
を
与
え

た
。
本
市
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
件
数
等

の
現
状
を
教
え
て
頂
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長　

平
成
29
年
度
の
本
市
の

相
談
件
数
は
111
件
で
、
①
身
体
的
虐
待

44
件
②
心
理
的
虐
待
41
件
③
ネ
グ
レ
ク
ト

（
育
児
放
棄
等
）
24
件
④
性
的
虐
待
２
件

で
あ
る
。
現
在
は
毎
日
新
し
い
相
談
が
入

る
状
態
で
、
女
性
・
子
ど
も
支
援
課
で
は

10
人
体
制
で
対
応
し
て
い
る
。

青
山　

こ
の
児
童
虐
待
防
止
は
警
察
と
関

係
機
関
の
虐
待
情
報
の「
全
件
共
有
」が

重
要
と
さ
れ
て
い
る
。目
黒
の
事
件
で
も

児
童
相
談
所
と
警
察
と
の
連
携
が
問
題
に

な
っ
た
。本
市
に
お
い
て
は
い
か
が
か
。

健
康
福
祉
部
長　

同
課
に
は
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー
や
警
察
Ｏ
Ｂ
の
危
機
管
理
調
整
官

も
配
置
さ
れ
て
お
り
、
困
難
な
事
例
は
、

警
察
と
密
接
な
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

青
山　

平
成
30
年
10
月
28
日
合
志
市
総
合

防
災
訓
練
が
南
ヶ
丘
小
学
校
で
実
施
さ
れ

た
。
平
日
の
日
中
に
地
震
が
起
き
た
場
合

に
は
、
児
童
生
徒
が
学
校
に
い
る
中
、
住

民
が
避
難
し
て
く
る
。
こ
の
訓
練
に
は
地

域
の
皆
さ
ん
が
多
数
参
加
さ
れ
学
校
と
意

思
の
疎
通
を
図
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

学
校
と
地
域
の
連
携
は
取
れ
て
い
た
の
か
。

教
育
長　

訓
練
を
見
る
限
り
で
は
、
教
職

員
の
参
加
は
な
か
っ
た
。
災
害
時
は
児
童

生
徒
が
学
校
に
い
る
時
は
子
ど
も
優
先
に

な
る
が
、
教
職
員
の
同
防
災
訓
練
へ
の
参

加
は
、
自
ら
の
命
を
守
る
と
同
時
に
地
域

社
会
へ
の
貢
献
に
も
つ
な
が
る
。
今
後
検

討
し
て
い
く
。

青
山　

第
一
義
的
に
は
児
童
生
徒
の
命
を

守
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
は
、

市
当
局
や
地
域
と
共
に
先
生
方
も
避
難
所

運
営
に
参
加
し
て
頂
け
た
ら
と
思
う
。

齋
藤　

近
年
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
の
安

全
性
を
疑
問
視
す
る
研
究
結
果
が
相
次
い

で
報
告
さ
れ
、
消
費
者
の
不
安
が
高
ま
っ

て
い
る
。
特
に
学
校
給
食
に
つ
い
て
、
保

護
者
も
心
配
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が

現
状
の
使
用
状
況
及
び
チ
ェ
ッ
ク
体
制
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

本
市
の
各
給
食
調
理
場
が
使

用
す
る
加
工
食
品
の
主
な
取
引
先
で
あ
る

熊
本
県
学
校
給
食
会
で
は
、合
成
保
存
料
、

着
色
料
等
の
食
品
添
加
物
及
び
遺
伝
子
組

み
換
え
等
を
含
む
食
品
は
原
則
と
し
て
取

り
扱
わ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

各
調
理
場
で
も
食
品
表
示
に
よ
り
チ
ェ
ッ

ク
を
行
っ
て
い
る
。
食
材
、
野
菜
に
つ
い

て
は
極
力
合
志
産
を
使
用
し
、
熊
本
県
産

を
含
め
て
地
産
地
消
で
安
全
・
安
心
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

齋
藤　

本
市
に
お
け
る
臨
時
・
非
常
勤
職

員
の
実
態
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長　

本
年
４
月
で
２
８
４
名
。
合

併
時
か
ら
１
１
３
名
増
加
し
、
賃
金
・
報

酬
支
給
額
も
年
額
で
約
１
億
７,
６
８
４
万

円
増
加
し
た
。
専
門
的
業
務
が
多
く
、
教

育
部
局
が
１
９
６
名
と
多
い
。

齋
藤　

制
度
改
正
内
容
は
。

総
務
課
長　

臨
時
及
び
非
常
勤
職
員
の
待

遇
改
善
が
主
な
目
的
で
、
２
０
２
０
年
４

月
か
ら
自
治
体
の
非
正
規
職
員
に
新
し
く

会
計
年
度
任
用
職
員
と
い
う
の
が
導
入
さ

れ
、
期
末
手
当
の
支
給
も
可
能
に
な
る
。

仮
に
現
在
任
用
と
し
て
い
る
非
常
勤
職
員

全
て
が
会
計
年
度
任
用
職
員
に
移
行
し
た

場
合
、
新
た
に
年
間
約
４
～
８
千
万
円
の

財
源
が
必
要
と
な
る
。

齋
藤　

改
正
に
対
す
る
市
長
の
思
い
は
。

市
長　

コ
ス
ト
削
減
も
必
要
だ
が
、
働
く

人
の
立
場
を
優
先
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

自
治
体
の
臨
時
及
び
非
常
勤
職
員

に
つ
い
て

合
志
市
の

　
　

児
童
虐
待
111
件

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品

学
校
給
食
大
丈
夫
？

青
山
　
隆
幸 

議
員

齋
藤
　
正
昭 

議
員

総
合
防
災
訓
練
に
つ
い
て

市総合防災訓練

青
木　

農
家
の
福
利
厚
生
で
あ
る
休
日
、

退
職
金
、
年
金
に
つ
い
て
は
制
度
が
遅
れ

て
お
り
、
議
論
も
少
な
い
。
市
内
農
家
の

農
業
者
年
金
加
入
状
況
と
国
の
補
助
制
度

に
つ
い
て
伺
う
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

年
金
加
入
者
は

農
家
数
に
対
し
て
３
・
７
％
と
非
常
に
少

な
い
。
国
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
が
、
公
的
年

金
制
度
の
中
で
唯
一
、
農
業
者
年
金
の
み

に
補
助
が
あ
る
。

青
木 

合
志
市
か
ら
も
補
助
の
上
乗
せ
は

で
き
な
い
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

現
行
の
制
度
に

則
っ
た
か
た
ち
で
行
う
べ
き
で
あ
り
、
市

の
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

青
木　

年
金
に
つ
い
て
知
ら
な
い
農
家
も

多
い
と
思
う
が
周
知
方
法
は
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

農
業
委
員
会
、

農
業
協
同
組
合
と
連
携
し
、
加
入
促
進
を

努
力
す
る
。

青
木　

本
市
に
は
貸
付
型
の
奨
学
金
は
あ

る
が
、
返
済
義
務
の
な
い
給
付
型
奨
学
金

は
な
い
。
諸
般
の
事
情
を
考
え
る
と
、
給

付
型
奨
学
金
制
度
を
創
設
す
べ
き
と
思
う

が
。
ま
た
併
せ
て
国
の
動
向
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
「
日
本
学
生
支
援
機
構
」
で

は
平
成
29
年
度
か
ら
給
付
型
奨
学
金
を
開

始
し
た
。

教
育
長　

給
付
型
の
奨
学
金
は
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
市
の
予
算
面
の

工
面
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
財
源

の
議
論
と
対
象
者
を
ど
う
絞
り
込
む
か
今

後
、検
討
し
た
い
と
思
う
。ま
た
、毎
年「
郡

市
教
育
長
連
絡
協
議
会
」
か
ら
国
に
対
し

こ
の
件
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出
し
て
い

る
。
今
後
も
引
き
続
き
活
動
し
て
い
く
。

濱
元　

昨
今
の
異
常
な
猛
暑
は
体
育
の
授

業
や
部
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

お
り
、
早
急
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
学
校
は
災
害
時
に
避
難
所
と
な
る
。

先
の
西
日
本
豪
雨
災
害
で
は
学
校
体
育
館

に
避
難
さ
れ
た
方
々
が
、
冷
房
機
器
が
な

く
苦
し
い
避
難
所
生
活
を
送
っ
て
い
る
姿

が
報
道
さ
れ
た
。
国
の
新
た
な
特
例
交
付

金
の
活
用
や
体
育
館
を
指
定
避
難
所
に
指

定
し
「
緊
急
防
災
減
災
事
業
債
」
を
活
用

す
れ
ば
設
置
費
用
の
７
割
が
交
付
税
措
置

さ
れ
る
。
教
育
環
境
の
改
善
と
防
災
対
策

の
た
め
に
も
、
小
中
学
校
の
体
育
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
を
検
討
す
べ
き
だ
。

市
長　
「
緊
急
防
災
減
災
事
業
債
」
は
須

屋
市
民
セ
ン
タ
ー
で
使
っ
て
い
る
。
学
校

へ
の
活
用
に
つ
い
て
は
指
定
避
難
所
に
格

上
げ
を
す
る
等
様
々
条
件
が
あ
る
た
め
今

後
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

濱
元　

県
の
実
施
し
た
「
子
ど
も
の
生
活

実
態
調
査
」
の
合
志
市
の
現
在
ま
で
の
集

約
状
況
と
そ
の
傾
向
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　

１
０
６
万
円
の
所
得
を

下
回
る
世
帯
は
本
市
は
６
・
６
％
。
そ
の

う
ち
、ひ
と
り
親
世
帯
が
26
・
７
％
と
な
っ

て
い
る
。

濱
元　

子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援
を

抜
本
的
に
強
め
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。
ひ
と
つ
は
学
校
給
食
の
無
償
化
で
あ

る
。
宇
土
市
や
人
吉
市
の
よ
う
に
一
部
補

助
か
ら
で
も
実
施
で
き
な
い
か
。
ま
た
子

ど
も
の
医
療
費
無
料
化
の
対
象
年
齢
の
18

歳
ま
で
の
拡
大
、
合
志
市
外
の
医
療
機
関

を
子
ど
も
が
受
診
し
た
際
も
医
療
費
窓
口

無
料
化
と
な
る
よ
う
制
度
改
革
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

教
育
部
長　

経
済
的
に
真
に
支
援
が
必
要

な
方
々
へ
は
就
学
援
助
と
い
う
か
た
ち

で
、
今
後
と
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
。

健
康
福
祉
部
長　

子
ど
も
医
療
費
無
料
化

に
つ
い
て
は
国
県
に
対
し
て
補
助
の
拡
大

の
要
望
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

学
校
体
育
館
へ
の

　

エ
ア
コ
ン
設
置
を
！

濱
元
幸
一
郎 

議
員

農
業
者
年
金
に
つ
い
て

青
木
　
照
美 

議
員

給
付
型
奨
学
金
の
創
設
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
の
充
実
を

〈遺伝子の組み換え〉

（病気に弱いが
  おいしい）

（病気に強くて
  おいしい）

（病気に強い
  遺伝子）

農業者年金パンフレット


